
“和”食文化推進協議会

全国納豆協同組合連合会 海苔で健康推進委員会

米穀安定供給確保支援機構

日本卵業協会 みそ健康づくり委員会

朝ごはんの定番食材があつまって、
健康のための和食を提案します。
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“和”食文化推進協議会

[ 構成団体 ]

・全国納豆協同組合連合会（なっとう）

・一般社団法人 日本卵業協会（たまご）

・海苔で健康推進委員会（のり）

・みそ健康づくり委員会（みそ）

・公益社団法人 米穀安定供給確保支援機構（ごはん）

[ 連携趣旨 ]

　戦後、 日本人は、高エネルギー・高たんぱく質・高脂肪の欧米型の食生活を取り入れてきましたが、

最近でも、この傾向に歯止めがかからず、米などの炭水化物の摂取量が減少し続け、脂肪の摂取量が

増え続けて肥満や生活習慣病が増加しています。こうした中で、健康的な食事として、これまで日本

人が慣れ親しんできた和食(日本食)が注目されています。和食は、日本人の長寿の一因であり、世

界的にもバランス食として評価が高い食事です。折しも、「和食；日本人の伝統的な食文化」がユネス

コ無形文化遺産に登録され、和食への関心も高まっております。

　“和”食文化推進協議会では、この和食を基本に、適塩に配慮したおいしい食事こそ日本人の健康

長寿を支える食事であり、和食の伝統的な食材で、互いに栄養を補い合う関係にある米・みそ・納豆・

卵・海苔を必須の食材として組み合わせたおいしい食事を提案していくことと致しました。

[ 設立 ]　

2013年12月4日

[ 事務局 ]

公益社団法人 米穀安定供給確保支援機構

消費拡大事業部 内

〒103-0001 東京都中央区日本橋小伝馬町15-15

Tel. 03-4334-2160

Fax. 03-4334-2167
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平成平成平成平成25252525年度事業報告年度事業報告年度事業報告年度事業報告    

「ごはん食推進フォーラム～世界に誇る、私たちの和食～」出展 

[日  時] 平成26年2月26日 

[主  催] 農林水産省 

[会  場] ザ・リッツ・カールトン東京 

[対  象] 量販店、中・外食産業、学校給食等、食の関係事業者等 

[来場者数] 226名 

[実施概要] 

当協議会のキックオフイベントとして、本フォーラムに出展。朝食の条件を満たした『時短和食の

朝食献立』の提案を行った。 

前掲のとおり、『基本型』とこれを応用した『ワンボール型』、『手巻き型』の3種をモデルメニューと

して発表するとともに、実際の調理サンプルを展示した。来場者からは生活のニーズに合った食事

の型が必要であるとの共感を得た。 

 

 

平成平成平成平成26262626年度事業報告年度事業報告年度事業報告年度事業報告    

小学館「女性セブン」出稿 

[掲 載 日] 平成26年9月25日 

[発行部数] 約40万部 

[仕  様] センターカラー8ページ 

[対  象] 一般消費者・生活者 

[実施概要] 

『朝活の第一歩は、和ごはんから！」を訴求テーマに、同誌にて、5食材を活かした和食の朝食メ

ニューを提案した。 

メニューは料理研究家の鈴木登紀子氏に10点、分けとく山総料理長の野崎洋光氏に8点考案し

てもらい、同時に5団体各々の食材の栄養面、健康面での良さを紹介した。当該掲載8ページは別

刷りにして、各団体2,000部ずつをそれぞれのイベント等で配布し、改めて和朝食への関心向上を

図った。 

 




